
福
知
山
花
火
大

会
で
被
害
に
遭
わ

れ
た
方
々
に
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。
二
度

と
同
じ
よ
う
な
惨

状
を
繰
り
か
え
さ

な
い
た
め
に
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

【
質
問
】

今
後
実
施
さ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
で
の

安
全
対
策
は
ど
の

よ
う
に
検
討
さ
れ

て
い
る
か
。
ま
た
イ
ベ

ン
ト
の
会
場
選
定
や
避

難
態
勢
な
ど
十
分
な
検

討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】

事
故
発
生
を
想
定
し

て
、
警
備
体
制
の
確
立

を
す
る
こ
と
や
、
場
所

の
選
定
も
重
要
な
課
題

と
し
て
、
指
導
し
て
い

く
よ
う
に
し
た
い
。

【
質
問
】

消
防
法
や
火
災
予
防

条
例
な
ど
の
見
直
し
が

必
要
で
は
な
い
か
。
ま

た
必
要
な
現
場
指
導
、

事
前
調
査
な
ど
を
強
化

す
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。

【
答
弁
】

条
例
改
正
に
つ
い
て
は
、

消
防
庁
の
動
向
も
み
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
事
前
の
立
ち
入
り

調
査
や
、
現
場
で
の
指

導
も
強
化
し
、
事
故
発

生
を
未
然
に
防
ぐ
手
立

て
を
取
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
。

【
質
問
】

福
知
山
の
花
火
大
会
で

起
き
た
爆
発
事
故
で
、

現
場
の
惨
状
を
経
験
し

た
子
ど
も
達
の
「
心
の

ケ
ア
」
へ
の
対
応
は
。

【
答
弁
】

ケ
ア
が
必
要
と
判
断
さ

れ
る
子
ど
も
に

つ
い
て
は
掌
握

し
て
、
急
い
で

必
要
な
対
応
を

行
っ
て
い
く
。

【
質
問
】

イ
ベ
ン
ト
の
規

模
の
大
小
に
か

か
わ
ら
ず
、
そ

の
場
で
加
工
し
た
食
品

の
販
売
を
行
う
こ
と
が

多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の

際
、
食
品
安
全
の
点
か

ら
商
品
の
安
全
チ
エ
ッ

ク
体
制
は
ど
の
よ
う
に

取
ら
れ
て
い
る
か
。

【
答
弁
】

保
健
所
が
「
模
擬
店
指

導
要
綱
」
で
対
処
し
て

い
る
が
、
申
請
は
任
意

の
た
め
全
容
は
掌
握
さ

れ
て
い
な
い
。
任
意
と

は
い
え
、
重
要
な
こ
と

な
の
で
府
と
連
携
し
、

今
後
十
分
な
啓
発
を
行

う
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
。

日本共産党綾部市会議員団です
２０１３年１２月 ＮＯ ２３１

日本共産党綾部市会議員団発行
綾部市若竹町 綾部市議会内

℡４２－３２８０ 内線２０８
ホームページhttp://www.jcp-ayabe.jp/

各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
十
分
な
安
全
対
策
を

吉
崎

久

議
員

左から搗頭久美子、井田佳代子、堀口達也、吉崎久

日本共産党綾部市会議員団が実施した「暮ら

しや市政等に関するアンケート」は10月末で38

3人から回答が寄せられました。ご協力いただ

いたみなさまに感謝申し上げます。

アンケート結果より、「市政に望むこと」は？

１位 国保料、介護保険料の軽減

２位 上水道料金の引き下げ

３位 防災対策

また、９月１日に防災訓練が行われましたが、

この訓練についても党議員団はアンケートを行

いました。

７割の方が防災訓練の計画を「知っている」

と答えましたが、「防災行政無線放送が聞こえ

なかった」など、改善が必要なこともわかりま

した。

詳細は別紙アンケート結果をご覧下さい。

日本共産党綾部市会議員団のホームページにも

掲載しています。「ＪＣＰあやべ」で検索を。

2013年 あやべ産業まつり



【
質
問
】
共
産
党
議
員

団
で
行
っ
た
防
災
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、

９
月
１
日
の
防
災
訓
練

で
警
戒
情
報
・
避
難
指

示
が
わ
か
ら
な
か
っ
た

方
は
２
６
．
１
％
。
ま

た
避
難
場
所
が
ど

こ
か
わ
か
ら
な
い

と
答
え
た
方
も
あ

り
ま
し
た
。
災
害

発
生
時
、
情
報
を

伝
え
る
こ
と
は
非

常
に
重
要
と
な
る

が
そ
の
結
果
は
。

【
答
弁
】
今
回
は
、

避
難
準
備
・
避
難

指
示
の
情
報
伝
達

と
、
サ
イ
レ
ン
の

種
類
・
意
味
を
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
た
訓

練
。
防
災
行
政
無

線
の
受
信
機
が
受
信
し

な
い
、
屋
外
拡
声
器
の

音
声
が
聞
き
取
り
に
く

い
と
い
う
意
見
も
あ
り
、

今
後
設
置
場
所
の
状
況

確
認
や
点
検
を
し
て
い

き
た
い
。

○
資
源
の
循
環
型

社
会
を
め
ざ
し
て

【
質
問
】
ご
み
の
減
量

に
は
、
発
生
元
で
ど
う

減
ら
す
か
、
ご
み
を
作

ら
な
い
た
め
に
、
繰
り

返
し
利
用
・
使
用
す
る

に
は
ど
う
す
る
か
が
最

大
の
問
題
。
綾
部
市
で

は
、
家
庭
か
ら
出
る
ご

み
の
量
を
５
％
減
ら
す

目
標
を
た
て
、
啓
発
を

続
け
て
い
ま
す
。
燃
や

し
て
処
理
す
る
ご
み
に

含
ま
れ
る
紙
類
の
資
源

化
を
進
め
る
こ
と
も

重
要
、
現
状
は
。

【
答
弁
】
燃
や
し
て

処
理
す
る
ご
み
は
Ｒ

Ｄ
Ｆ
化
し
て
い
る
。

平
成
２
０
年
度
か
ら
、

約
５
０
％
を
紙
類
が

占
め
て
い
る
と
い
う

状
況
。

【
質
問
】
燃
や
し
て

処
理
す
る
ご
み
袋
に

入
れ
ら
れ
て
い
る
紙

類
を
、
資
源
化
す
る

こ
と
が
可
能
で
は
。

【
答
弁
】
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
員
さ
ん
の
協

力
で
、
地
域
の
ご
み
リ

サ
イ
ク
ル
を
考
え
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

【
質
問
】

全
国
的
に
、
働
く
女

性
の
現
状
は
、
正
規
職

員
が
４
６
％
、
非
正
規

は
５
４
％
で
、
男
性
給

与
を
１
０
０
と
す
る
と
、

女
性
の
給
与
水
準
は
７

１
と
開
き
が
あ
る
。

市
内
で
働
く
女
性
の

労
働
状
況
や
労
働
条
件

の
実
態
は
ど
う
か
。
市

役
所
を
含
め
て
尋
ね
る
。

【
答
弁
】

全
国
の
傾
向
と
同
様

で
、
市
民
意
識
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
女
性
の
７

割
以
上
が
賃
金
や
昇
給

で
不
平
等
を
感
じ
て
お

り
、
能
力
を
十
分
発
揮

で
き
な
い
状
況
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

市
職
員
の
女
性
管
理

職
登
用
は
年
々
増
加
し
，

現
在
は
１
５
．
８
％
、

有
給
休
暇
取
得
平
均
は

９
日
。
生
理
休
暇
、
妊

婦
検
診
休
暇
は
ゼ
ロ
。

子
ど
も
出
生
休
暇
、
育

児
休
暇
、
介
護
休
暇
な

ど
は
取
得
さ
れ
て
い
る
。

【
質
問
】

男
女
雇
用
均
等
法
で

妊
婦
検
診
休
暇
は
事
業

主
の
義
務
で
あ
り
、
取

得
ゼ
ロ
は
問
題
だ
。
生

理
休
暇
は
申
請
し
に
く

い
が
、
市
内
民
間
事
業

所
が
努
力
し
、
取
得
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

公
務
労
働
が

率
先
し
て
労
働

条
件
の
改
善
を

し
な
い
と
民
間

へ
波
及
し
な
い
。

「
あ
い
プ
ラ
ン
」

で
ア
ン
ケ
ー
ト

は
さ
れ
て
い
る

が
民
間
の
実
態

調
査
は
な
い
。

実
態
調
査
が
必

要
で
な
い
か
。

【
答
弁
】

働
く
女
性
の
課
題
は

そ
の
通
り
だ
と
思
う
。

妊
婦
検
診
等
は
年
休

で
対
応
し
て
い
る
と
思

う
が
、
取
り
や
す
い
体

制
づ
く
り
も
必
要
で
あ

り
検
討
し
た
い
。

市
内
事
業
所
の
労
働

条
件
、
環
境
の
調
査
も
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
、
調
査
を

検
討
し
た
い
。

命
を
守
る
た
め
の
情
報
を
市
民
に
ど
う
届
け
る
か

井
田
佳
代
子

議
員

女
性
の
地
位
向
上
と
労
働
条
件
の
改
善
を

搗
頭
久
美
子

議
員

防災アンケートグラフで一般質問

働く女性の学習会



【
質
問
】
「
北
都
信
金

景
況
調
査
」
に
よ
る
と
、

３
月
・
６
月
期
と
連
続

し
て
回
復
基
調
と
し
て

い
る
。
し
か
し
、
市
内

の
事
業
所
で
は
そ
の
実

感
が
乏
し
い
。

【
答
弁
】
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
効
果
は
一
部
都
市
圏

で
は
現
れ
て
い
る
が
綾

部
へ
の
波
及
効
果
は
乏

し
い
。

【
質
問
】
市
内
の
有
効

求
人
倍
率
は
０
．
９
２

と
上
が
っ
て
い
る
が
正

規
雇
用
が
少
な
い
。
給

与
所
得
者
の
平
均
収
入

金
額
は
３
６
８
万
５
千

円(

Ｈ
２
４
年)

。
Ｈ
１

２
年
と
比
較
す
る
と
５

０
万
円
以
上
減
収
。
と

こ
ろ
が
児
童
生
徒
の
要

保
護
準
要
保
護
世
帯
は
、

１
８
．
９
％
と
２
倍
以

上
に
増
え
て
い
る
。
若

年
層
の
正
規
雇
用
を
増

や
す
こ
と
が
必
要
。

【
答
弁
】
雇
用
は
正
規

社
員
が
基
本
で
あ
る
。

国
や
府
に
要
望
を
し
た

い
。

原
発
防
災
対
策

５
０
㌔
圏
域
も
検

討
す
べ
き

【
質
問
】
福
島
原
発
事

故
で
は
、
放
射
性
物
質

が
５
㌔
と
か
２
０
㌔
な

ど
同
心
円
に
そ
っ
て
飛

散
し
た
の
で
は
な
く
風

向
き
に
よ
っ
て
広
が
っ

て
い
る
。
全
村
避
難
と

な
っ
た
飯
舘
村
は
原
発

か
ら
４
５
㌔
地
点
で
あ

る
。
Ｐ
Ｐ
Ｚ(

放
射
性

物
質
を
含
む
雲
が
通
過

す
る
時
に
被
爆
を
避
け

る
た
め
の
防
護
措
置)

は

５
０
㌔
圏
を
設
定
し
て

い
る
。

【
答
弁
】
現
在
概
ね
３

０
㌔
圏
域
を
Ｅ
Ｐ
Ｚ
と

し
て
防
護
対
策
の
計
画

を
し
て
い
る
。
国
や
府

の
動
き
か
ら
も
今
後
検

討
が
必
要
と
認
識
し
て

い
る
。

【
質
問
】
高
浜
原
発
か

ら
４
３
㌔
離
れ
た
篠
山

市
で
は
、
有
識
者
や
市

民
も
参
加
し
た
検
討
会

で
原
子
力
防
災
対
策
と

計
画
を
検
討
さ
れ
て
い

る
。
「
ヨ
ウ
素
剤
」
の

購
入
を
市
独
自
で
予
定

し
て
い
る
。
５
０
㌔
圏

域
ま
で
の
防
災
対
策
を

求
め
る
。

９
月
１
６
日
の
台
風
１

８
号
は
府
内
各
地
に
大
き

な
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。

綾
部
市
に
お
い
て
も
市

道
高
津
旭
線
の
山
崩
落
、

由
良
川
増
水
や
私
市
町
で

の
堤
防
決
壊
に
よ
り
床
上

浸
水
、
農
林
業
関
係
へ
の

被
害
な
ど
甚
大
な
被
害
が

あ
り
ま
し
た
。

市
職
員
や
消
防
団
、
自

主
防
災
会
の
方
々
の
奮
闘

に
感
謝
と
敬
意
を
申
し
上

げ
ま
す
。

共
産
党
議
員
団
も
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
被
害
調
査
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
ら
を
ま
と
め
９
月

２
６
日
綾
部
市
長
宛
に
申

し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

【
申
し
入
れ
事
項
】

１
．
特
別
警
報
や
避
難

指
示
の
伝
達
に
つ
い
て

①
深
夜
未
明
と
激
し
い
雨

の
た
め
聞
こ
え
な
か
っ
た

地
域
、
時
間
が
か
か
っ
た

地
域
の
把
握
。
特
別
警
報

や
避
難
指
示
の
伝
達
方
法

の
検
討

②
災
害
弱
者
へ
の
対
応

２
．
避
難
所
開
設
に

つ
い
て

①
敷
物
の
準
備
や
、
避
難

者
へ
の
台
風
情
報
の
伝
達

②
受
付
や
救
護
班
の
明
確

化③
避
難
所
の
設
備
、
備
品

等
の
事
前
チ
ェ
ッ
ク

④
避
難
者
へ
の
説
明
（
ト

イ
レ
の
場
所
や
注
意
事
項
）

⑤
炊
き
出
し
の
対
応

３
．
由
良
川
等
の
内
水

対
策
に
つ
い
て

①
内
水
対
策
を
行
う
こ
と

②
河
川
上
流
か
ら
の
流
木

や
大
型
ゴ
ミ
等
の
処
分
を

行
う
こ
と

地
域
経
済
活
性
化
と
雇
用
は
正
社
員
化
を

堀
口
達
也

議
員

共産党議員団の市への申し入れ

堤防決壊後の復旧工事（私市町） 市道高津旭線の旭町内 山崩落現場



議長 高倉武夫

平成２４年度決算議会の指摘と提案

地
方
自
治
体
の
本
来
の
仕
事
は
、
住
民

の
暮
ら
し
と
福
祉
、
健
康
を
守
る
こ
と
。

と
こ
ろ
が
、
農
業
な
ど
あ
ら
ゆ
る
産
業
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
や
消
費
税

増
税
に
反
対
の
表
明
を
行
わ
ず
、
国
の
悪

政
か
ら
市
民
を
守
る
防
波
堤
の
役
割
を
は

た
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
原
発
ゼ
ロ
や
再

稼
働
中
止
へ
の
政
治
決
断
が
さ
れ
な
い
。

さ
ら
に
、
日
本
国
憲
法
の
平
和
精
神
に
基

づ
く
世
界
連
邦
都
市
と
し
て
「
非
核
自
治

体
宣
言
」(

京
都
府
を
除
く
す
べ
て
の
自
治
体

が
宣
言)

を
求
め
る
も
、
「
新
た
な
宣
言
は

必
要
な
い
」
の
答
弁
。

同
和
の
根
拠
法
が
平
成
１
３
年
に
終
了

し
て
も
な
お
人
権
学
習
の
目
的
に
「
同
和

を
始
め
と
す
る
人
権
問
題
の
解
決
」
を
か

か
げ
、
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
一
般
施
策

に
移
行
す
る
べ
き
。

土
地
開
発
公
社
解
散
に
伴
い
、
公
社
と

株
式
会
社
水
夢
の
土
地
契
約
は
破
棄
さ
れ
、

・
・
・
・

帳
簿
価
格
１
．
９
億
円
、
実
勢
価
格
３
．

２
億
円
の
土
地
を
無
償
貸
し
付
け
と
し
た
。

市
有
財
産
の
無
償
貸
し
付
け
は
公
共
団
体

に
限
ら
れ
て
お
り
「
有
償
」
が
原
則
。
最

低
で
も
、
土
地
の
借
金
利
子
年
間
３
０
０

万
円
の
支
払
い
を
求
め
る
べ
き
。

国
民
健
康
保
険
料
は
平
成
２
２
〜
２

４
年
度
で
３
８
．
７
％
の
大
幅
引
き
上
げ

を
行
っ
た
。
国
保
世
帯
所
得
、
年
７
１
万

円
に
対
し
て
保
険
料
１
３
万
円
は
支
払
い

能
力
を
超
え
て
い
る
。
ま
た
府
内
の
医
療

格
差
が
あ
る
中
、
国
保
の
京
都
府
一
本
化

は
保
険
料
の
大
幅
値
上
げ
に
つ
な
が
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
は
、
制
度
が
「
福

祉
目
的
」
か
ら
逸
脱
し
て
お
り
認
め
ら
れ

な
い
。

上
水
道
会
計
は
１
９
９
９
年
（
Ｈ
１

１
）
に
大
幅
引
き
上
げ
後
、
計
画
以
上
の

剰
余
金
を
出
し
、
Ｈ
２
４
年
度
内
部
留
保

予
定
額
は
累
計
８
億
６
千
万
円
。
と
こ
ろ

が
決
算
で
は
１
１
億
５
千
万
円
に
な
っ
て

い
る
。
他
の
自
治
体
で
ほ
と
ん
ど
徴
収
し

て
い
な
い
水
道
メ
ー
タ
ー
使
用
料
や
閉
栓

料
は
す
ぐ
に
で
も
廃
止
で
き
る
。
ま
た
、

基
本
水
量
（
１
６
立
法
㍍
）
以
下
の
水
使

用
は
全
体
の
２
８
．
４
％
も
あ
り
、
基
本

水
量
の
見
直
し
を
す
る
べ
き
。
以
上
か
ら

水
道
料
引
き
下
げ
は
可
能
。

さ
ら
に
、
水
道
会
計
は
独
立
採
算
制
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
簡
易
水
道
の
工
事
に
係

る
元
利
償
還
を
上
水
道
会
計
か
ら
行
っ
て

い
る
こ
と
は
道
理
が
な
い
。

各議員の賛否は

下記の表に記載

こ
こ
が
お
か
し
い
綾
部
市
政

決
算
１
３
議
案
中
、
一
般
会
計･

国
民
健
康
保
険･

後
期
高
齢
者
医
療･

上
水
道
の
４
会
計
議
案
に
反
対

主
な
も
の
は
、
国
税
・

地
方
税
の
改
正
に
合
わ

せ
、
市
税
条
例
の
見
直

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
税
金
以

外
の
延
滞
金
の
率
も
下

が
り
ま
す
。
実
施
は
平

成
２
６
年
１
月
１
日
以

降
督
促
状
発
送
分
か
ら
。

・
綾
部
バ
ラ
園
に
隣
接

す
る
、
都
市
交
流
拠
点

施
設
建
設
（
お
み
や
げ

販
売
、
休
憩
、
ト
イ

レ
）
に
と
も
な
う
費
用

約
１
億
４
千
万
円
。

・
新
最
終
処
分
場
工
事

の
追
加
工
事
費
６
７
０

０
万
円
。

・
議
会
開
催
中
に
、
台

風
１
８
号
に
よ
る
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
、
補

正
予
算
約
２
億
９
千
万

円
も
追
加
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

①
９
月
議
会
議
案

に
対
す
る
各
議
員

の
態
度
（
計
１
５
件
）

条
例
関
係
７
件
・
補
正

予
算
６
件
・
そ
の
他
２

件
は
教
育
委
員
任
命
、

固
定
資
産
評
価
委
員
選

任②
平
成
２
４
年
度

決
算
（
一
般
会
計
・

国
民
健
康
保
険･

後
期

高
齢
者
医
療
・
上
水
道

の
各
４
会
計
）

③

②
以
外
の
決

算
議
案

④
９
月
議
会
一
般

質
問
登
壇
の
有
無

９
月
議
会

議
案
内
容
は

株式会社「水夢」

① ② ③ ④

共
産
党

堀口達也 賛成 反対 賛成 ○

搗頭久美子 賛成 反対 賛成 ○

吉崎 久 賛成 反対 賛成 ○

井田佳代子 賛成 反対 賛成 ○

民
政
会

吉崎 進 賛成 賛成 賛成 ○

相根一雄 賛成 賛成 賛成 ○

木下芳信 賛成 賛成 賛成 ー

村上静史 賛成 賛成 賛成 ー

創
政
会

安藤和明 賛成 賛成 賛成 ○

波多野文義 賛成 賛成 賛成 ○

田中正行 賛成 賛成 賛成 ー

高橋 輝 賛成 賛成 賛成 ○

新
政
会

久木康弘 賛成 賛成 賛成 ○

村上宣弘 賛成 賛成 賛成 ○

白波瀬均 賛成 賛成 賛成 ○

公明党 森 義美 賛成 賛成 賛成 ○

副議長 塩見麻理子 賛成 賛成 賛成 ー




